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牧
水

今
隼
8
3
た
く
ε
ん

お
崇
”
と
れ
家
す
よ
う
に
’

　
春
の
訪
れ
か
ら
久
し
い
四
月
十
［
ロ
（
日
）
．

町
内
で
は
　
斉
に
旱
期
水
稲
の
田
植
え
が

行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
爽
や
か
に
画
く
春
風
が
心
地
よ
く
感
じ

る
よ
う
に
な
っ
た
と
は
い
え
、
素
足
で
田

ん
ぼ
に
入
る
に
は
ま
だ
ま
だ
寒
そ
う
で
す
。

で
も
昨
年
の
全
国
的
な
凶
作
は
ご
め
ん
だ

と
＼
ど
の
農
家
も
い
つ
も
の
年
に
増
し
て

＝
田
　
苗
に
豊
作
の
願
い
を
込
め
て
植
え

付
け
を
行
な
っ
て
い
ま
し
た
。

響
／

ζ
一

人　口5，637人（△53）

男　2，691人（△29）

女　2，946人（△24）

世帯数1，721戸（△11）

玉詳成6年4月1日現右三

　　　（　〉は婦前月比



，
　　　　　　　獺8ご’り②

平成6年度

まちで使われる予算は一
　一般会計で9．2％増

積極型予算 魔ﾅ52億7，970万円

　
農
山
村
を
と
り
ま
く
諸
情
勢
は
、
経
済
の
不
況
、
農
林
業
の
低
迷

な
ど
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
創
意
工
夫
に
よ
り

効
率
的
な
予
算
の
執
行
に
よ
っ
て
「
活
力
に
み
ち
た
牧
水
の
ふ
る
さ

と
づ
く
り
」
の
た
め
に
全
力
を
傾
注
し
、
町
民
の
皆
様
の
幸
せ
づ
く

り
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
の
予
算
に
当
っ
て
は
、
第
一
一
次
東
郷
町
総
合
長
期
計
画
を

基
調
に
　
一
、
高
齢
者
対
策
　
2
、
後
継

者
対
策
　
3
、
生
涯
教
育
対
策
　
4
、
生

活
排
水
対
策
　
5
、
農
林
道
の
整
備

を
重
点
施
策
と
し
て
編
成
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

〔単位：千円）平成6年度会計別予算

会　　計 6　年　度 5年度 増　　減 伸　率

一般会計 3，806，000 3，485，000 321，000

　　つつ

X．2

国　　　保 542，100 506，000 36，100 6．7

老　　　保 543，000 547，000 △　4．000 △0．7

簡　　　水 75，500 99，300 △23，800 △31．5

病　　　院
収益301，446

走{　11，659

294，744

@7，165

6，702

S，494

2．2

R8．5

計 5，279，705 4，939，209 340，496 6．4

　　　　　　　一　　　　　　〔π　　　　　〔　　　　一　　　〔　　幽一　　｛　，一　　　（．戸」

　　　　　　一．　　　　－■　　幽　　　一　　　　　　　胃　「　一　　　　　　　　「　一叫

5
年
度
の
主
な
事
業
の
概
要

　　　　　　　冒　　　　　　　「　｝　　　　　　　一　　　　　凹　　　　’　　■　　　戸　　　・　一　　ρ一　　　　F　F『　　 一「一一

ハ
ー
ド
事
業
（
施
設
の

整
備
等
）
で
は
…

屋
根
つ
き
運
動
広
場
建
設

　
高
齢
者
を
は
じ
め
、
町
民
の
健
康

づ
く
り
と
地
区
活
動
の
活
性
化
を
図

る
た
め
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
を
備
え

た
屋
根
つ
き
運
動
広
場
を
一
年
に
三

地
区
つ
つ
建
設
し
ま
す
。
ゲ
ー
ト
ボ

ー
ル
、
軽
ス
ポ
ー
ツ
、
レ
ク
レ
ー
シ

ョ
ン
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
各
区
の
行
事

に
多
目
的
に
利
用
で
き
ま
す
。

新
立
体
園
芸
推
進
対
策
事
業

　
ミ
ニ
ト
マ
ト
生
産
農
家
の
労
力
軽

減
対
策
と
、
品
質
・
生
産
技
術
の
向

上
の
た
め
に
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
自
動
ハ

ッ
ク
詰
機
を
一
台
導
入
し
ま
す
．
．

　
設
置
場
所
は
J
A
東
郷
支
店
野
菜

集
出
荷
場
の
予
定
。

　
住
宅
建
設
事
業

　
若
者
定
住
促
進
の
た
め
の
特
定
優

良
賃
貸
住
宅
建
設
を
寺
迫
地
区
に
四

戸
、
二
種
住
宅
と
し
て
坪
谷
地
区
に

一四

ﾋ
建
設
し
ま
す
。

坪
谷
中
学
校
プ
ー
ル
建
設
事
業

　
町
内
で
た
だ
一
校
未
整
備
と
な
っ

て
い
た
坪
谷
中
学
校
に
プ
；
ル
を
建

設
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
坪
谷
川
の
河

川
プ
ー
ル
で
水
泳
指
導
を
行
な
っ
て

い
ま
し
た
が
、
完
成
す
る
と
充
実
し

た
学
習
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま

す
、林

業
地
域
総
合
整
備
事
業

　
前
年
度
か
ら
の
継
続
で
滝
下
線
と

瀬
平
・
か
ぎ
谷
線
の
林
道
開
設
工
事

お
よ
び
今
年
度
か
ら
広
瀬
・
ウ
ト
ギ

線
と
大
谷
・
山
ノ
ロ
線
の
林
道
舗
装

工
事
を
実
施
し
ま
す
．
、

ソ
フ
ト
事
業
（
住
民
福

祉
向
上
の
施
策
等
）
で
は
…

は
り
・
き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ

　
治
療
費
助
成

　
現
在
、
国
民
健
康
保
険
加
入
者
だ

け
に
実
施
し
げ
、
い
る
治
療
費
の
助
成

を
全
町
民
に
対
し
て
実
施
し
ま
す
。

　
一
人
一
回
一
〇
こ
○
円
、
年
四
十

八
回
を
限
度
と
し
て
平
成
六
年
四
月

一
日
か
ら
、

ね
た
き
り
老
人
等
介
護

　
手
当
支
給
要
件
の
改
正

　
ね
た
き
り
老
人
等
に
対
す
る
介
護

手
当
に
つ
い
て
は
、
　
一
年
以
上
の
介

護
実
績
が
あ
る
者
に
対
し
て
支
給
し

て
い
ま
す
が
、
こ
れ
を
六
ケ
月
に
短

縮
し
ま
す
．

寡
婦
に
対
す
る
医
療
費
助
成

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせくださいく総務課情報係⑲2111（14）まで〉

歳出の性質別構成（単位：千円）

義

務

的

人件費
789，241

　　（20．7％〉

投
資

的

経

費

／扶助費
　　　277，299

　　　　（7．3％）

公債費
474．762

経

費

普通建設事業費
1，441，429

　（37．9％）

　　　　　　歳出総額

　　　　　　3，806，000

尋
．
δ

依

存

　　　　　　　塾うこ9’り．③

　　　　　歳入の財源構成（単位：千円）

　　　　　　　　　諸収入
　　　繰入金　　　　　　　13830836％

　　　1：瀦　ンぐ＼＼

地方交付税
1，723，000

　（45．3％

王

、

自

町税
305，702

（80％）

他交付金
137，301

（3，5％）

西

橘

　へ
q）」

　　　その他
琶
　　　222，i

華

222，921　　　　　　　　　　　　　　　　＼

～（5’9％）　歳入総額

　　　　　　　3，806，000

国庫支出金

（ll；髪18　1＼

　　　　　町債　1　　　、

　　　　蹴熱
　　　　　　　　＼遊翻平1鮒

，290千円

（3．04％）

※その他1千円

千円）の内訳　　　　　　　　1g，000千円＿
（6．20％）

一9

固定資産税
P81，425千円

@（5935％）
町民税
X5，986千円

i31．4％）

た
ば
こ
税 軽

自
動
車
税

町税（305，702

　
東
郷
町
内
に
住
所
を
有
す
る
六
二

歳
か
ら
六
瓦
歳
ま
で
の
寡
婦
の
健
康

増
進
と
福
祉
の
向
L
を
図
る
た
め
、

医
療
費
の
助
成
を
行
い
ま
す
．
助
成

内
容
は
、
江
疋
の
所
得
以
下
の
人
が

入
院
で
四
千
円
、
外
来
で
二
千
円
以

上
の
医
療
費
を
支
払
っ
た
場
合
は
、

そ
の
超
え
た
分
を
助
成
し
ま
す

乳
幼
児
医
療
費
助
成
の
改
正

　
三
歳
未
満
児
に
対
す
る
乳
幼
児
医

療
費
の
助
成
は
、
現
在
、
　
一
定
の
所

得
以
下
の
保
護
者
が
、
入
院
で
四
干

円
、
外
来
で
二
千
円
以
上
の
医
療
費

を
支
払
っ
た
場
合
、
そ
の
超
え
る
分

を
助
成
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
を
所

得
に
関
係
な
く
、
入
院
、
外
来
と
も

自
己
負
担
を
干
円
と
し
、
そ
れ
を
超

え
る
分
を
助
成
す
る
こ
と
に
改
正
し

ま
す
。簡

易
人
間
ド
ッ
グ
の
実
施

　
四
C
歳
以
ヒ
の
人
を
対
象
に
簡
易

人
間
ド
ッ
グ
を
実
施
し
ま
す
、
．
東
郷

病
院
で
日
帰
り
ド
ッ
ク
に
な
り
ま
す
。

　
半
額
を
町
が
補
助
し
ま
す
の
で
、

受
診
費
用
は
一
万
七
千
円
程
度
に
な

り
ま
す
。

乳
が
ん
検
診
の
実
施

　
胃
が
ん
、
婦
人
が
ん
、
大
腸
が
ん

等
の
が
ん
検
診
に
加
え
て
、
新
し
く

乳
が
ん
検
診
を
実
施
し
ま
す
，
三
（
し

歳
以
上
が
対
象
で
、
日
向
市
の
指
定

医
療
機
関
で
受
診
で
き
ま
す
．
　
（
個

人
負
担
八
こ
こ
円
）

健
康
づ
く
り
推
進
モ
デ
ル
事
業

　
町
内
卜
二
区
の
中
か
ら
「
モ
デ
ル

地
区
】
を
二
地
区
指
定
し
、
食
生
活

や
健
康
に
つ
い
て
意
識
を
高
め
、
地

区
を
あ
げ
て
健
康
づ
く
り
を
進
め
る

事
業
で
す
．
．
町
か
ら
の
一
方
的
な
事

業
だ
け
で
な
く
モ
デ
ル
と
な
っ
た
地

区
の
自
主
活
動
を
積
極
的
に
支
援
す

る
事
業
で
も
あ
り
ま
す
、

ご
み
の
減
量
化
・

　
　
　
　
リ
サ
イ
ク
ル
事
業

　
家
庭
か
ら
出
る
新
聞
、
堆
誌
、
ダ

ン
ボ
ー
ル
等
の
占
紙
は
再
生
で
き
る

大
切
な
資
源
で
す
．
こ
れ
を
分
別
し

て
組
合
単
位
で
役
場
に
持
ち
こ
ん
で

も
ら
い
、
町
が
一
括
し
て
古
紙
回
収

業
者
に
処
理
し
て
も
ら
う
こ
と
に
し

ま
し
た
一
．
各
地
区
の
組
合
に
対
し
て

は
取
扱
い
量
に
応
じ
て
補
助
金
を
支

給
し
ま
す
。

空
き
缶
等
散
乱
防
止
対
策

　
空
き
缶
の
投
げ
す
て
や
散
乱
を
防

止
し
て
環
境
を
美
し
く
し
ょ
う
と
い

う
目
的
の
条
例
が
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。

　
小
売
店
や
自
動
販
売
機
設
置
者
に

回
収
容
器
の
設
置
を
義
務
づ
け
、
消

費
者
も
投
げ
す
て
を
禁
止
す
る
も
の

で
す
。
地
区
活
動
を
進
め
て
も
ら
う

た
め
各
区
に
一
台
つ
つ
空
き
缶
圧
縮

機
を
配
備
し
ま
す
．
、

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせくださいく総務課情報係⑲2111（14）まで〉



き
￥
奮
謬
書

塗
き
5
ぎ
墨
差

　　　　　　　　　じ匡聖下弓こ1’り⑤

エデ抄＠．＿顧騨一側幅＿＿＿＿，

〆乙飯♂盈∠e1賓’

　　日本の4月は
　　　　　　　　ストレスがいっぱい．イノ

　ヨ本では職場や学校などの新年度の始まりは4月です。

それから自分の職場での入事異動がどうなるか，転勤がな

のか．あるいは子供がいる場合、子子たちの進学・入学に

ついてID変壷…ど．　bた1巳酒己などが多．’1ようです。

　一応4月はストレスがいっは■と．、っても…いすぎで

はないでしよう。概して≡えばアイルラントこの場合，学

校の期閤は9目から6月までです。また三五と違って職

場での人事異動は決まった詩病こ行わηません。アイ、し

ランドの職業をみると職務別に募集」て採甲するケース

が普通です。採用基準は荘格か二身校などの学整よ・二も

むレろ職務に関する教育か、実四望な箱i議を重んじます。

そして数年ごとに社員の配置転換は．まと心どなくて．こ

の転勤制度の代わ・り．こ岬町の‡の昇進や賃上：ブの形をとっ

ています。とは妻ってもヨ入みた：∴にボーナス知蔓はあ

レつません。また昇進は年功宇列制度より上級資格に基づい

ているようです。Eヨ本では転勤により識業の多虚心な経験

に致ってきます。アイルランドの場合、職業は専門に重さ

を置き．それで特に若者としてあっちこち専門の必要とす

る能力を身に何けさせるため転職する傾向が強いです。

／980年代の大学新卒業生の就職の例をとれば全体の4分の

4は2年ぐらいの後に転職する傾向かありました。しかし

／991年忌ら経済不況こ伴い＼雇用機会が少なくなってくる

　　　　　　｝

16（三v計、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　覆

また学一先益ぢ見事は・つの鍾こ駐て、至薯
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　でむル

鑓級号聾三熱二鷺禦∵1

燕鑑繋馨擬｛i馨1
のであるけれど楽しさもあるでしょう。　　　　　　　　謬

ので転強引こ三める害1」合は15％に近∵です。終う窪≒気

豆は『携してから定年まで生汚をノ昊閉してくれると．’うこ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　多
とを契磯と4て．≡本の転議者墾はアイ1しランくこ比Nる

と少ないんだと憲ゾます。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
の
　
　
　
ヨ
　
　
ド
ヨ

レ
町
の
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
国
際
用
に

　
す
る
た
め
、
英
文
に
訳
し
て
編
集
作
業

　
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

嫡燃拗碍嚇堀江』醒御唱“偉射薫亨孕琴識∴土呂｝縣：1噛恥編隔型置．・

　
県
内
で
は
、
農
業
就
業
人
口
の
五

四
・
九
％
を
女
性
が
占
め
て
お
り
、

女
性
は
農
業
生
産
．
・
家
庭
生
活
各
方

面
で
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
県
で
は
農

村
女
性
の
農
業
及
び
生
活
両
面
に
わ

た
る
活
動
を
支
援
す
る
リ
ー
ダ
ー
の

社
会
的
役
割
を
認
定
す
る
制
度
（
農

村
女
性
指
導
士
活
動
促
進
事
業
）
を

設
け
、
女
性
の
発
想
と
能
力
を
生
か

し
た
地
域
農
業
の
振
興
と
農
村
の
活

性
化
を
は
か
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

　
そ
こ
で
今
回
県
で
は
、
県
下
の
女

性
農
業
者
四
十
二
名
を
農
村
女
性
指

導
士
と
し
て
認
定
し
、
本
町
か
ら
は

仲
深
の
水
野
伴
子
さ
ん
が
本
町
の
第

一
号
と
し
て
認
定
を
受
け
ま
し
た
。

　
将
来
は
町
内
に
も
年
次
別
に
農
村

女
性
指
導
士
を
増
員
し
て
い
く
こ
と

に
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
、

…椎 諸：北酒
1
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日i
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村
1 村 1村． 町1町 市

1

74 0 0 1 1 14 2 7 59

〔28｝…lo） 〔0） 11＞ 〔0） ｛3｝ 〔0） 13｝ 〔21）
猛医

2 0 1…0 0 1 0 0 0 死1身
〔1〕 ㊨） m…〔0） 〔α 廟1

lo｝ （0） lo） 者．
事

1⑪5 0 0 1 2 4i2 10 86 傷 故
（34），〔0｝ ／o） ほ） （0） 〔3） ｛0） 〔3） 〔27） 者

527 13 10：1 8 12129 80 374

事物G8D 16）i〔3｝
｛0） 〔2） 16）1（12） （28） α2⑪
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㌃

　宮崎県
農村女性指導士

一8「
幅　＝』■

驚適える社斬

死
者

県門
内国

四
三
四
人

　
二
四
人

交
通
事
故
の
発
生
状
況

　
　
．
3
『
末
累
計
【
　
｝
内
は
当
弓
分

私たちは、農村女性指導士として

農家・農村のよさを発信します。

1．魅力ある農家生活の実現をめざします。

2，地域農業の振興のため積極的に活動します。

3。農業・農村の担い手を育成します。

4，農村女性の地位向上のため活動します。

5．消費者との交流をすすめます，

仲
深
の

東
郷
町
の

　
　
農
村
女
性
射

水導
同士
伴
子
さ
ん

と
し
て
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新
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〆自衛隊ヘリで県北上空を旋回

3月禰

課．＿愚壷轍繊．

　陸上自衛隊えびの駐屯地では、日頃なかなか接すること

のできない地域の人たちと交流を持ち、自衛隊への理解を

深めてもらおうという目的から灘北を対象にした「ヘリコ

プター体験搭乗」を行ないました．

　体験したのは県北の市町村から集まった65人で、東郷大

橋の鶴野内側たもとを臨時ヘリポートとして発着する2機

のヘリコプターに数名ずつ分乗し、青空の広がった絶好の

フライト日和の中で空中散歩を楽しみました．

－「■茎互葦星【－－■竃夏茎－藍茎軍－墨重翼－－x豆翼茎茎－－霊重互至至茎茎嘉軍三玉一夏重．翼互葦茎－茎x霊韮璽至墨f夏璽■互ヨ茎夏匪互夏＝蚕韮董至誓

ぬ覚ゴ’＼．　　』．　戦没者合同追悼式
4月3日「印

　戦没者合同追悼式が成願寺境内で行なわれました

この追悼式は、西南戦争から太平洋戦争までの戦没者418

柱の冥福を祈るため社会福祉協議会が毎年行なっているも

のです一

　当日は、遺族ら233名が参列し、しめやかに行なわれま

した．

コエ　 @　　ユユエエエエユロコ　ユヨロコユぎヨヨ　ゴままヨヨごヨまミまヨヨヨまま　ヨヨヨまままゴ　ヨヨユままままヨユミコ　ヨままとユまま

鷲，馨欄桜まつり　：圃圃瀬瀬一幅臨

耀
葦
．

醒 「騨「

渉♂｝

　昨年の第1回にひきつづき今年も町商工会、同青年部・

婦人部主催による西城公園桜まつりが開催されました．主

役である桜は少し開花が遅れ、当日は3分咲きといったと

ころでしたが、一日中穏やかな気候と晴天に恵まれ、町内

外からたくさんの人が集まりました．

　会場では日曜市や歌謡ショー・太鼓演奏・それにおたの

しみ抽せんなど盛りだくさんの催しがあり、会場は春の陽

気の中たいへんなにぎわいをみせていました．

■菰－－【「■■H－－：－璽互τ－亙璽ヨ茎－藍蓮工－－璽互豆三至璽蕪窒三－－雛－三ξ竃尊一夏夏要ぎ言尊互葦夏9雪ξ：韮引眉嚢至豆男重讐夏言

＿一翠
　　　　　　‘に．
　　　　牙rつ写

も

擁霧纐

“おめでとう”新一年生

亨・・．頓

噸

」藩

　繍　　遇旦全」

竪『蟹が増濫誌灘鑑グし・町醐翻鵬
欺　　　－’

　　　　　最近は児童数の減少が目立ち、今年は越表小学校では一一年生

　　　　　のいない寂しい新学期となったのをはじめ、福瀬小学校でも入

　　　　　学児3名という少ない児童数での入学式となりました＝

　　　　　　ぎ迫小　17名うち日向市から7名　　坪谷・J・　15名

　　　　　福瀬小　　3名　　　　　　　　　越表小　　0名

　　　　　東郷小　29名　　　　　　　　　…琵寮叡磐　　1名

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせくださいく総務課情報係⑲2111（14）まで〉
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レ
多
、
・
．

　
　

　
‘

”彫ミ壽

冨
多
美
（
7
0
歳
）

　
宮
崎
市
に
お
住
ま
い
で
、
現
在
は

奥
さ
ん
と
二
人
暮
し
を
さ
れ
て
い
ま
す
、

　
「
十
一
年
前
に
教
職
を
退
い
て
、
今

は
社
会
奉
仕
の
つ
も
り
で
公
民
館
主

事
、
老
人
ク
ラ
ブ
会
長
、
花
づ
く
り

事
業
の
講
師
等
を
し
て
い
ま
す
ピ

と
い
う
山
田
さ
ん
。
今
で
も
地
域
に

お
い
て
幅
広
く
ご
活
躍
を
さ
れ
て
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

、
し

叢

／
　
㌶

、
〆

　
　
嵐

繋
予
回
議
響
．

o
出
身
地

　
小
野
田
　
大
谷

。
生
年
月
日

　
大
正
十
二
年
十
月
二
十
日

O
現
在
の
住
所

　
宮
崎
市
阿
波
岐
原
町

。
実
家
の
現
在
の
世
帯
主

　
　
山
田
年
子
さ
ん

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
し

　
仕
事
の
都
合
で
東
郷
町
を
離
れ
、

県
内
各
地
の
市
町
村
に
勤
務
し
て
ま

い
り
ま
し
た
が
、
何
処
に
住
ん
で
も

「
わ
が
ふ
る
里
」
東
郷
町
の
こ
と
は

心
の
中
に
生
き
て
き
ま
し
た
し
、
現

在
も
そ
う
で
す
。
今
、
ふ
る
里
の
思

い
出
と
い
え
ば
、
子
ど
も
の
頃
遊
ん

だ
山
や
川
の
こ
と
が
】
番
に
頭
に
浮

び
ま
す
。
耳
川
は
今
と
違
い
水
が
き

れ
い
で
、
川
魚
（
ア
ユ
、
ウ
ナ
ギ
、

イ
ダ
な
ど
）
が
多
く
、
六
月
の
解
禁

と
も
な
れ
ば
朝
早
く
か
ら
川
舟
が
い

た
る
所
に
見
ら
れ
、
の
ど
か
な
風
景

で
し
た
。
川
漁
で
生
計
を
立
て
て
い

た
人
も
い
た
よ
う
で
す
。
子
ど
も
も

今
の
中
学
生
位
に
な
る
と
、
学
校
が

早
く
終
っ
た
日
は
急
い
で
帰
り
、
ア

ユ
か
け
道
具
を
持
っ
て
川
に
】
目
散
、

子
ど
も
で
も
と
れ
る
位
に
多
か
っ
た

の
で
す
。
又
、
大
谷
川
も
水
量
が
多

く
ア
ユ
も
い
ま
し
た
し
、
小
さ
い
子

ど
も
の
格
好
の
遊
び
場
で
し
た
。
秋

蚕
み
3
さ
と
6
思
い
出
膠
な
し
☆
★

美
し
　
自
然
の
中
で
遊
ん
だ
子
ど
も
の
頃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

森
林
公
圏
計
亘
に
期
待
す
る

　
昨
今
、
開
発
が
進
む
中
で
環
境
問

題
が
大
き
く
と
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま

す
。
河
川
や
海
洋
の
汚
染
、
森
林
の

乱
伐
、
空
気
ま
で
問
題
に
さ
れ
る
世

の
中
に
な
り
ま
し
た
。
高
度
経
済
成

長
の
陰
で
人
々
の
生
活
圏
が
お
か
さ

れ
つ
つ
あ
る
こ
と
は
皆
が
認
め
て
い

る
事
実
の
よ
う
で
す
。

　
過
疎
に
悩
む
農
山
村
に
、
脱
都
会

派
の
若
者
が
少
し
ず
つ
で
も
定
着
し

つ
つ
あ
る
話
も
あ
り
ま
す
。

　
東
郷
町
に
は
、
ま
だ
い
た
る
所
に

の
頃
に
な
る
と
日
曜
日
は
、
栗
拾
い
、

ア
ケ
ッ
ポ
ち
ぎ
り
、
冬
は
小
鳥
わ
な

か
け
な
ど
で
山
を
か
け
廻
っ
て
い
た

こ
と
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。憲

挑　　　華輪＿

レ
幼
い
頃
よ
く
魚
を
捕
っ
た
り
し

　
て
遊
ん
で
い
た
と
い
う
大
谷
の

　
お
　
ん
だ
い
ぜ

　
小
野
田
堰
付
近

響廓

美
し
い
自
然
が
残
っ
て
い
ま
す
。
豊

か
な
心
を
は
ぐ
く
む
自
然
環
境
づ
く

り
が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

大
谷
の
観
音
滝
を
中
心
と
し
た
森

林
公
園
計
画
は
よ
い
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。
困
難
は
多
い
で
し
ょ
う
が
是

非
成
功
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

短
歌

尾
鈴
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声
吐
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と
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散
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く
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都
甲
　
鶴
男

冠
岳
の
木
々
の
梢
に
春
陽
さ
し
み
ど

　
り
明
る
き
山
を
仰
ぐ
も

　
　
　
　
　
　
　
　
東
村
　
吉
市

　
　
　
い
　
　
ろ
　
　
り

青
竹
の
囲
炉
裏
し
つ
ら
へ
榊
立
つ
神

　
　
　
み
　
こ
　
や

　
門
の
神
小
屋
昼
ひ
そ
か
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
橋
口
　
録
司

日
本
の
作
り
し
ロ
ケ
ッ
ト
茶
の
間
に

　
て
テ
レ
ビ
見
て
お
り
無
言
の
ま
ま
に

　
　
　
　
　
　
　
　
黒
木
　
　
滉

水
温
る
み
土
や
わ
ら
か
に
蕗
の
墓
青

　
む
日
だ
ま
り
に
春
の
さ
き
が
け

　
　
　
　
　
　
　
　
黒
木
　
国
作

い
つ
ぞ
や
も
見
し
と
記
憶
は
有
る
も

　
の
の
誰
と
は
覚
え
ぬ
老
い
の
衰
え

　
　
　
　
　
　
　
　
三
浦
　
園
男

日
溜
ま
り
に
か
そ
け
く
匂
う
紅
梅
の

　
　
　
　
　
　
ち
　
　
ち

　
一
枝
手
折
り
亡
舅
に
供
え
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
高
森
　
　
秀

鶯
の
声
聞
こ
え
来
る
比
の
日
頃
杉
伐

　
る
音
の
止
み
て
静
も
る

　
　
　
　
　
　
　
　
黒
木
　
久
子

笑
顔
に
て
金
婚
式
に
友
の
ゆ
く
二
人

　
の
勲
章
と
祝
い
讃
え
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
植
田
　
イ
セ

裏
木
戸
の
色
鮮
や
か
な
南
天
も
日
差

　
し
変
わ
り
て
日
毎
臥
せ
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
キ
ヌ
子

古
里
の
尾
鈴
の
山
に
霞
た
ち
梅
の
小

　
枝
に
う
ぐ
い
す
の
鳴
く

　
　
　
　
　
　
　
　
歌
津
　
利
江

春
た
ち
て
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
ポ
ピ
ー
咲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
た
す

　
き
初
め
し
行
き
か
う
人
の
し
ば
し
仔
む

　
　
　
　
　
　
　
　
寺
原
八
重
子
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⑧
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ゴ
ノ

藩
、
喉

　
＼ 慰

．．
磯

／
纒

　
　
　
　
麺

レ
題
「
お
と
も
だ
ち
」

　
（
あ
り
さ
ち
ゃ
ん
の
か
お
）

　　　　小野田ゐ

　本多有紗ち脱臓
父：本多講始さん

母：　鈴代さん
。好きな遊びは何ですか？

　ぶらんこ

O好きなテレビ番組は何で

　すか？

　セーフームーン

O大きくなったら何になり

　たいですか？

　おひめさま

奪

醸

　　　　鶴野内の

　矢野こずえち航5歳

父：策野一・彦さん

母：　いすすさ〆．

O好きな遊びは何ですか？

　恐竜あそび

O好きなテレビ番組は何で

　
　
な
？
・
キ

　
　
　
か

冷
温
好
す
ミ
大
た

戚

　ミンキーモモ

O大きくなったら何にな

　たいですか？

　スケートの選手

．
納
噸

　
（
こ
ず
え
ち
ゃ
ん
の
か
お
）

＜
題
「
お
と
も
だ
ぢ
」

㌦

N
浅

臨

・
γ
・
7
∴
▼
・
γ
・
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・
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・
r
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・
Y
・
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・
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γ
．
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●
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・
ヤ
・
Y
・
ヤ
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Y
・
γ
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7
・
Y
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●
7
●
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●
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●
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▼
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7
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一年間こ苦労様でした

　ふれあい通信て毎週多くク）
聞民ク．）皆さんに親しんでいた

だいた、中田豊さん　　7．1歳．

の、東郷町にあった皆の生活
風習や暮らしの様子などの紹
介は、昨年4月以来毎週水曜
日に放送を行なってきました
か、第50回を迎えた3月23
日の放送をも一．．て1年間の放

送を終了しました
　＿三＿オ　L　手）　し　、」通f，｝：よ　 も　 玄2　7ノ　／t　【1】

田さんにとっても初めての企
画て、放送開始当時は　みん
なに聞いてもらえるたろうか

・つ A1年間続けていけるだ
ろうか…ワ　と色々と，〔二・配さ

れていたようてすか、回を追

う毎に聴取者からのト∠響も増
え、　当寺1こ中爵」歯令者からは　　一し・

つも放送を楽しみにしていま
す、長く続けてください．左

と声をかけていただくことも
しばしばあったそうです．

　そんな声を聞きながら終
わるのも非常に残念ですか、

1年間いい体験をさせていた
たきました．と感想をのべて
くれました。
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鋤
勃
②
翁
勤

そ
う宗

建
設

　
　
株
式
会
社

東
郷
町
大
字
山
陰
丁
】
こ
こ
七
番
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
羽
坂
）

T
E
L
⑳
2
0
3
2

F
A
X
⑬
1
5
4
6

代
表
取
締
役
　
安
田
宗
信

O
設
立
年
月
日
は
？
・

　
　
平
成
元
年
四
月
二
十
日

，
○
現
在
の
従
業
員
数
は
？
・

　
　
男
．
八
人
・
女
四
人
の
計

　
　
十
二
人
で
す
・
、

・
o
会
社
の
仕
事
の
内
容
は
？
・

　
　
　
土
木
工
事
一
式
で
す
。

「
o
会
社
の
モ
ッ
ト
ー
は
何
で

　
　
す
か
？
・

　
　
従
業
員
】
人
一
人
が
安

　
　
心
し
て
働
く
こ
と
の
で
き

「
る
職
場
づ
く
り
、
会
社
づ

D
　
く
り
を
目
標
に
日
々
努
力

一
　
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
．

臼
　
ま
た
、
い
ろ
ん
な
可
能
性

…
を
秘
め
た
会
社
で
あ
り
続

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②
　
　
，

　
け
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
．
．
　
　
●

o
職
場
の
中
で
何
か
お
も
し
ろ
い
エ
・

　
ピ
ソ
ー
ド
な
ん
か
は
あ
り
ま
す
か
，

　
？
・

　
　
去
年
の
夏
工
事
現
場
近
く
で
拾
．

　
っ
て
き
た
半
ば
死
に
そ
う
に
な
つ
，

　
て
い
た
子
ネ
コ
が
事
務
所
に
住
み
・

　
つ
い
て
い
ま
す
・
、
今
で
は
ま
ん
丸
　

　
と
ふ
と
り
、
ネ
コ
の
手
で
も
借
り
、

　
た
い
時
は
工
事
現
場
に
連
れ
て
行
・

　
こ
う
か
な
…
…
！
と
思
っ
て
い
る
　

　
と
こ
ろ
で
す
．
　
　
　
　
　
　
　
，

騨
欝
騨
譲藍

ゆ
鞍
議

　　

@　

@
鋤

。
総
・

厩
馬
織
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⑨．

3
8堀

昏
緯
繊
嫌
猿
“
盤

⑳
喫
煙
と
禁
煙
と
健
康

東
郷
町
立
病
院

　
　
内
科
日
高
利
昭

　
早
い
も
の
で
、
こ
の
お
話
を
す
る

の
も
最
後
と
な
り
ま
し
た
．
．
さ
て
今

回
は
喫
煙
と
禁
煙
と
健
康
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
、

　
ま
ず
は
喫
煙
の
危
険
性
を
考
え
て

み
ま
し
ょ
う
、
喫
煙
に
よ
り
以
下
の

病
気
に
な
り
や
す
く
な
り
ま
す
、

一、

焉
A
肺
癌
、
咽
頭
癌
、
口
腔
癌
、

食
道
癌
の
最
大
の
原
因
で
あ
り
、
他

に
胃
癌
、
頸
部
癌
、
膀
胱
癌
、
膵
臓

癌
、
腎
癌
な
ど
に
も
な
り
や
す
く
な

り
ま
す
、
癌
で
死
ぬ
人
の
一
／
3
は
喫

煙
に
よ
り
発
生
し
て
お
り
、
な
か
で

も
肺
癌
の
死
亡
率
が
増
え
て
い
ま
す
、

二
、
慢
性
気
管
支
炎
と
肺
気
腫
、
こ

れ
ら
に
よ
り
肺
機
能
が
低
下
し
呼
吸

困
難
が
お
こ
り
、
肺
炎
や
喘
息
に
も

か
か
り
や
す
く
な
り
ま
す
、

三
、
動
脈
硬
化
、
狭
心
症
や
心
筋
梗

塞
、
脳
梗
塞
や
脳
出
血
な
ど
に
か
か

り
や
す
く
な
り
ま
す
。
こ
の
心
臓
疾

患
死
亡
の
一
／
3
は
喫
煙
に
関
係
し

た
も
の
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
以
上
の
よ
う
に
喫
煙
は
百
害
あ
っ

て
一
利
無
し
と
い
わ
れ
ま
す
一
で
は

実
際
に
禁
煙
す
る
た
め
に
ど
う
ず
れ

ば
良
い
か
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
，

一、

ﾖ
煙
の
決
心
、
第
一
に
強
い
意

思
が
必
要
で
す
、
喫
煙
の
害
を
何
度

も
考
え
決
心
し
て
く
だ
さ
い
．
．
ま
た

徐
々
に
や
め
る
の
と
、
き
っ
ぱ
り
や

め
る
の
で
は
き
一
．
ば
り
や
め
た
方
が

成
功
率
が
高
い
よ
う
で
す
。

二
、
禁
煙
の
宣
言
、
禁
煙
を
決
め
た

ら
家
族
や
友
人
に
そ
の
意
志
を
伝
え
、

禁
煙
に
協
力
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

三
、
た
ば
こ
、
灰
皿
、
ラ
イ
タ
ー
は

処
分
し
ま
し
ょ
う
．
．

四
、
吸
い
た
く
な
っ
た
ら
、
A
、
考

え
る
…
な
ぜ
自
分
は
禁
煙
し
て
い
る

か
、
決
心
し
た
と
き
を
思
い
出
す
、

自
分
は
禁
煙
で
き
る
と
何
度
も
言
い
聞

か
せ
る
、
と
い
っ
た
こ
と
を
し
ま
し
よ

う
、
B
、
行
動
す
る
…
起
き
上
が
っ
て

歩
き
回
る
、
手
を
絶
え
ず
動
か
す
、
友

人
と
話
す
、
深
呼
吸
、
吐
息
、
あ
く
び

な
ど
を
す
る
、
シ
ュ
ガ
ー
レ
ス
ガ
ム
を

噛
む
、
低
カ
ロ
リ
ー
食
品
を
食
べ
る
、

あ
る
い
は
水
や
ジ
ュ
ー
ス
を
飲
む
、

な
ど
と
い
っ
た
こ
と
を
し
ま
し
よ
う
、

五
、
ニ
コ
チ
ン
ガ
ム
（
薬
）
の
利
用
、

最
近
は
ニ
コ
チ
ン
ガ
ム
が
開
発
さ
れ
、

ニ
コ
チ
ン
中
毒
や
ど
う
し
て
も
タ
バ

コ
を
や
め
ら
れ
な
い
人
に
処
方
さ
れ

て
い
ま
す
。
薬
の
】
種
な
の
で
医
師

に
相
談
し
ま
し
ょ
う
．
、

　
と
に
か
く
禁
煙
に
は
、
強
い
意
思

力
が
必
要
で
す
。
頑
張
っ
て
明
日
の

健
康
を
勝
ち
取
っ
て
く
だ
さ
い
．
、

薩すさる小禽生
1。いわ学はく
筒　時け　　　　’あら
1　かで中るい
1　らは学程に
1　のな七度な
1　習い代地る
1　慣のの立と
1　つで習さ　’
1　けす慣れそ
1　はかがまの望
冒
蛙

1よ健これい

…

1　つり、。科た
1　第
の　　　　　　ぐム
i　一イロもカ｛

…
…

1縄輪
圏

口置置置置置置出凶凶皿国呂一隅梛辺隅凶国瑞邑皿嵩笛醤w騒騒コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

i歯科医師会だより㊥　i
l　　　　　　　　　　　　　　　　　l
l　　　　　　　　　　　　　　　　　l
lこ管玉対と計書すぶす始　　llとを護再思的とねのるこまい　　　l
lで通者者いに言Qはこ　　　　　　　　　　のりよ　　　l
lは知に’まもい歯’と時まい　　　　　　　　　　　　　　　　［

　1層層難擁i
lよる在ののる統目でか関　が　　　l
l　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
l　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

i軟1礒が紅茸秘鱒管掌

　　　　　　でのかをまの歯まの1う康とまい受き必る見す並だすは♂1
認かををせと診な要にま
1。保知ん歯しい幽しすそぐに’皆ワ1

　　　で医らといもでういら在ん
　　　　　　’がつ　上し　’判治あこそ疾　’・・検圧
　でてむ断療りとの患多い歯診にツ1
　饗ゼ歯形妄手毛崖馨三自撰暮勇」i
　　　　　　　む　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の

　　　　　　　はや在口ろ患はとと1
　　　　　　　確治はのあ’む思い1
　　　　　　　認療わ中り歯しいう1
　　　　　　　　　　　　　　　　飼転二躍瑞翻巴二＝二■二【」【二置二置二謳■二騙臨二謳【二引置二三」【ニロ置二躍笛≡」【二闘置二こ」【二＝置二＝置二㍑鵠匡二堺二＝置；課【二＝置二＝＝二【コぜ

藩警ε暑葛三2舎i
三く、享笙募窪馨窩i

紫蘇l
　　　　　　　　　i

　　　　　　　　　　　　ヘ　ン　サ　　　　びけが　ll

とてののあ限現さン1
、、、　　　　’1
　　　えとず’記シ1
　　　　　　　…ll

表
紙
へ
牧
水
O
－
7
2

　
牧
水
が
坪
谷
尋
常
小
学
校
を
卒
業

し
た
の
は
十
一
歳
の
時
で
、
そ
れ
か

ら
延
岡
に
出
て
、
高
等
小
学
に
入
り
、

県
立
延
岡
中
学
校
へ
と
進
み
ま
し
た
．

こ
の
頃
、
少
年
牧
水
は
、
故
郷
の
父
、

母
そ
し
て
山
や
川
が
恋
し
く
て
た
ま

ら
な
か
っ
た
よ
う
で
、
そ
の
気
持
を

詠
ん
だ
歌
が
い
く
つ
も
見
ら
れ
ま
す
．
．

　
さ
て
、
こ
の
表
紙
の
「
母
恋
し
」

の
歌
は
、
中
学
時
代
の
作
と
も
考
え

ら
れ
ま
す
が
、
牧
水
が
早
稲
田
大
学

に
入
っ
て
東
京
で
の
生
活
に
な
っ
て

か
ら
歌
っ
た
も
の
の
よ
う
で
す
。

　
あ
る
日
の
夕
暮
、
ふ
と
少
年
時
代

を
想
い
出
し
、
急
に
母
が
恋
し
く
な

　　

@
、
の
解
説

　
　
　
渡
　
邊
　
邦
　
回

り
、
ふ
る
さ
と
の
山
々
を
な
つ
か
し

ん
で
詠
ん
だ
の
で
し
ょ
う
。

　
牧
水
が
山
桜
を
好
ん
で
い
た
こ
と

は
、
前
に
も
こ
の
欄
で
書
き
ま
し
た
。

春
に
な
る
と
、
ふ
る
さ
と
の
山
々
に

は
あ
ち
こ
ち
に
山
桜
の
花
が
咲
き
ま

し
た
。
今
、
牧
水
は
そ
の
ふ
る
さ
と

の
山
の
す
が
た
を
想
い
起
こ
し
て
い

る
の
で
す
。
そ
し
て
、
母
を
恋
し
が

っ
て
い
る
の
で
す
。

　
上
津
の
「
か
か
る
ゆ
ふ
べ
」
と
い

う
の
は
、
「
，
こ
ん
な
夕
方
」
と
い
う
意

味
で
す
。
『
あ
・
、
今
ふ
る
さ
と
で
は

山
桜
の
咲
い
て
い
る
頃
だ
な
あ
。
こ

ゼ灘

臥、

野
一

ん
な
静
か
な
夕
暮
、
ふ
る
さ
と
の
山

々
の
姿
は
ど
う
だ
ろ
う
か
な
あ
．
む

か
し
と
変
ら
な
い
だ
ろ
う
な
あ
．
今

頃
、
お
か
あ
さ
ん
は
家
の
中
で
ど
う

し
て
い
る
の
か
な
あ
。
』
と
恋
し
が
っ

て
い
る
の
で
す
。
は
る
か
東
京
の
地
か

ら
、
な
つ
か
し
い
故
郷
へ
向
っ
て
の

郷
愁
の
叫
び
と
も
言
え
る
で
し
ょ
う
、

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせくださいく総務課情報係⑲2111㈹まで〉



矧醗粥

合
併
処
理
浄
化
槽
を

設
置
す
る
と
補
助
金

が
交
付
さ
れ
ま
す

　　　　　お知らせ
く　〈イこノ7オメー・ショこノ）湯〉

　
近
年
環
境
汚
染
の
ひ
と
つ
に
家
庭

よ
り
排
出
さ
れ
る
生
活
雑
排
水
が
あ

げ
ら
れ
て
い
ま
す
、
そ
こ
で
本
町
で

は
、
美
し
い
環
境
を
守
る
た
め
平
成

五
年
度
か
ら
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設

置
す
る
者
に
対
し
補
助
金
を
交
付
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
．
．
本
年
度
も

五
レ
基
の
．
†
定
で
補
助
金
を
交
付
す

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
．
．
ご
希
望
の

方
は
早
目
に
役
場
住
民
課
ま
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
．
な
お
補
助
金
の

交
付
に
あ
た
っ
て
は
諸
条
件
が
あ
り

ま
す
の
で
詳
し
く
は
住
民
課
水
道
係

ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い

交
通
事
故
巡
回
相
談

　
交
通
事
故
に
関
わ
る
相
談
を
本
年

度
も
次
の
口
程
で
実
施
い
た
し
ま
す
．

　
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

▽
実
施
月
日

●
5
月
1
9
日
（
木
・
）
●
1
1
月
1
7
日
（
木
）

●
6
月
1
6
日
（
木
）
●
1
2
月
1
5
日
（
木
）

●
7
月
2
1
日
〔
木
）
●
－
月
1
9
日
（
木
）

●
8
U
月
1
8
日
（
木
・
）
●
2
月
1
6
日
〔
木
）

●
9
月
1
6
目
（
金
）
●
3
月
1
6
日
（
木
）

●
m
月
2
0
打
方
）

▽
時
間
　
m
時
3
0
分
～
1
4
時
3
0
分

▽
場
所
　
日
向
市
役
所

［型斜震源＝コ
　最：低賃金は、臨時・ハート・アノレバイトな

どを含めた全ての労働者に適用されます。

　使用者は、この最低賃金額以上の賃金を

労働者に支払わなければなりません，

最低賃金額〔円1

宮崎県最低賃金 日　額 時間制

4，220 528

肉製品　・乳
ｻ品製造業

4，426 554

製　　糸　　業
a　　績　　業

4，458 558
産
業
別
最
低
賃
金

電　気　機　械

寀�ｻ造業
4，539 568

各　種　商　品
ｬ　　売　　業

4，435 555

自　　動　　車
ｬ　　売　　業

4，646 581

最低賃金に関する問い合わせば
　宮崎労働基準局貸金課
　　　　　　費　（0985＞　24－2205

　延岡労働基準監督署
　　　　　　麿　（0982）　34－3331

自
動
車
用
バ
ッ
テ
リ
ー

　
　
　
　
の
処
理
方
法

　
使
用
済
み
の
自
動
車
用
バ
ヴ
テ
リ

ー
は
…

τ
新
し
い
バ
ソ
テ
リ
ー
と
取
り
替
え

　
た
時
、
そ
の
場
で
無
償
で
販
売
店

　
に
引
き
取
っ
て
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
一
、

②
手
．
兀
に
保
有
し
て
い
る
使
用
済
み

　
バ
．
テ
リ
ー
も
、
絶
対
に
捨
て
ず

　
に
、
バ
ッ
テ
リ
ー
販
売
店
に
お
届

　
け
く
だ
さ
い
、

図
書
室
を
　
　
　
．

　
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
町
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
の
図
書
室

を
年
中
無
休
（
年
末
年
始
休
暇
を
除

く
）
で
開
放
し
て
い
ま
す
、
．

　
ゴ
ー
ル
デ
ン
ヴ
ィ
ー
ク
中
も
読
書
に
、

勉
強
に
有
効
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
、

　
な
お
、
開
放
時
間
は
午
前
九
時
か

ら
午
後
四
時
三
C
分
ま
で
と
な
っ
て

い
ま
す
．

Q　　　　　　　　Q

禰ゆ鴛瑠繍康講

座譜難

『
す
べ
て
の
人
々
に

人
間
の
尊
厳
を
…
』

　
五
月
は
赤
十
字
社
員
加
入

　
　
　
　
　
運
動
月
間
で
す

　
日
本
赤
十
字
社
で
は
、
い
つ
ど
こ

で
発
生
す
る
か
わ
か
ら
な
い
災
害
に

対
し
、
救
護
班
を
派
遣
し
た
り
、
被

災
者
に
救
援
物
資
を
贈
っ
た
り
、
又
、

生
命
と
健
康
を
守
る
献
血
事
業
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
．

　
こ
れ
ら
の
事
業
を
支
え
る
社
費
の

募
集
を
、
東
郷
町
赤
十
字
奉
仕
団
員

が
皆
様
の
ご
家
庭
を
訪
問
し
募
集
い

た
し
ま
す
の
で
、
皆
様
の
杜
員
加
入

心
配
こ
と
相
談

▽
日
時
　
5
月
1
7
旦
火
）
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
林
業
研
修
館

行
政
相
談

▽
日
時
　
5
月
1
8
旦
水
）
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
役
場
二
階
会
議
室

政
相
談

▽
日
時

▽
場
所固

定
資
産
税

5
月
1
9
日
（
木
）
1
0
時
～
1
4
時

寸
寸
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

今
月
の
納
税

　
　
　
　
　
　
一
期

善
喬

・
灯

　
忌
明
け
と
し
て
、
つ
ぎ
の
方
か
ら

町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
社
会
福
祉
の

た
め
の
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
．
．

　
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
．
．

〔
3
月
5
日
ま
で
に
受
付
し
た
分
〕

◎
寺
迫
の
川
野
幸
男
さ
ん
か
ら

（
又
一
さ
ん
・
8
9
歳
ご
逝
去
）

◎
福
瀬
の
直
野
ツ
ヤ
子
さ
ん
か
ら

（
フ
ミ
子
さ
ん
・
9
1
歳
ご
逝
去
）

◎
迫
野
内
の
黒
木
イ
サ
エ
さ
ん
か
ら

（
正
行
さ
ん
・
5
9
歳
ご
逝
去
）

◎
仲
深
の
三
浦
ス
ナ
エ
さ
ん
か
ら

（
光
行
さ
ん
・
5
7
歳
ご
逝
去
）

◎
坪
谷
の
黒
木
啓
任
さ
ん
か
ら

（
幸
人
さ
ん
・
2
8
歳
ご
逝
去
）

般
寄
付

　
迫
野
内
の
さ
く
ら
親
子
会
か
ら
寄

付
金
と
し
て
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
．

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

出

一

●

（
三
月
届
出
分
）

生
お
め
で
と
う

大
崎

稲
田

赤
ち
や

聡 晧
ま ん

つ の
舜 郎 み 名

智
泰 一

父
の

廣 男 名

鶴 小 田 住
野 野
内 田 野 所

結
婚
お
め
で
と
う

（安長 （鈴黒 （深二
氏

藤友 木木 田浦

順松 真秀 久真
美

子市 美明 子悟 名

芋 門 日 寺 延 仲 住
川 向 岡

迫 町 市 迫 市 深 所

死
亡
ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

海
野
忠
俊

黒
木
幸
人

山
床
田
衣
夫

直
野
フ
ミ
子

黒
木
正
行

川
野
又
一

氏
名

28

ﾎ

61

ﾎ

91

ﾎ

59

ﾎ

89

ﾎ
年
齢

寺
　
迫

坪
谷

下
渡
川

福
瀬

迫
野
内

寺
迫

住
所

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせくださいく総務課情報係⑲2111㈲まで〉
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